
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
18
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！
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問
　
連
泊
を
促
す
た
め
の
こ

れ
ま
で
の
取
組
、
今
後
の
計

画
は
あ
る
か
。

答　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
実
証
実
験
や
、
連
泊
促

進
に
特
化
し
た
事
業
で
は
な

い
も
の
の
、
連
泊
も
助
成
対

象
と
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

を
実
施
し
て
き
た
。
今
後
も

時
機
に
見
合
っ
た
事
業
実
施

を
検
討
し
て
い
く
。

問　

新
し
い
生
活
様
式
後
の

観
光
客
層
を
ど
う
捉
え
、
誘

致
手
段
・
情
報
発
信
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
宿
泊
施
設
が
あ
る
た

め
、
全
て
の
宿
泊
施
設
・
観

光
客
に
対
応
し
た
事
業
を
実

施
し
て
き
た
。
ま
た
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
招
聘
や
マ

ス
コ
ミ
の
活
用
、
霧
島
ふ
る

さ
と
大
使
の
協
力
に
よ
り
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
時
機
を
逸
す
る
こ
と
な

く
、
効
果
的
な
情
報
発
信
に

努
め
て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
免
許
証
を
返
納
し
買
物

に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
高

齢
者
が
増
え
て
い
る
。
現
在
、

チ
ケ
ッ
ト
の
利
用
は
１
回
３

０
０
円
ま
で
だ
が
、
初
乗
り

相
当
額
に
で
き
な
い
か
。

答　

高
齢
者
等
の
外
出
機
会

を
多
く
す
る
た
め
、
１
回
当

た
り
の
限
度
額
を
初
乗
り
料

金
の
半
額
相
当
の
３
０
０
円

に
設
定
し
た
経
緯
が
あ
る
。

利
用
者
か
ら
の
意
見
や
要
望

が
多
く
、
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用

し
た
タ
ク
シ
ー
利
用
者
も
増

加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
初
乗

り
相
当
程
度
へ
の
見
直
し
を

検
討
す
る
。

都
市
計
画
道
路
犬
追
馬
場
線

の
拡
幅
に
つ
い
て

問　

大
隅
国
分
寺
跡
前
の
犬

追
馬
場
線
が
、
35
年
に
わ
た

り
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

た
理
由
は
何
か
。
残
り
の
約

20
ｍ
間
に
は
交
差
点
が
あ

り
、
子
ど
も
達
が
通
学
路
と

し
て
利
用
す
る
に
は
危
険
な

状
態
で
あ
る
。
早
期
完
成
で

き
な
い
か
。

答　

国
分
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
国
分
小
前
交
差
点

ま
で
の
約
１
８
０
ｍ
に
つ
い

て
は
、
大
隅
国
分
寺
跡
の
文

化
財
調
査
に
長
い
期
間
を
要

し
、着
手
に
至
ら
な
か
っ
た
。

今
後
も
引
き
続
き
発
掘
調
査

を
行
い
な
が
ら
、
改
良
工
事

を
進
め
安
全
な
歩
行
空
間
や

円
滑
な
交
通
の
た
め
早
期
完

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

い
け  

だ

つ
な   

お

問
　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
一

時
的
に
休
業
、
療
養
等
が
必

要
な
時
、
杉
並
区
の
事
例
の

よ
う
に
他
の
事
業
所
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
応
援
す
る
体

制
は
で
き
な
い
か
。

答　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
や
医
療
機
関
、

行
政
と
の
連
携
調
整
等
、
介

護
保
険
制
度
の
中
核
と
し
て

の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
関

係
機
関
の
意
見
、
先
進
事
例

等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
体

制
の
構
築
を
検
討
し
て
い

く
。

問　

中
山
間
地
域
で
は
、
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
量
が
不

足
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答　

市
内
の
在
宅
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
中
山
間
地
域
で
は
、
近

年
、
利
用
者
数
の
減
少
や
介

護
職
員
の
確
保
が
困
難
等
を

理
由
に
休
止
や
廃
止
に
至
る

事
業
所
も
あ
り
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
安
定
し
た
提
供
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

ニ
ー
ズ
調
査
等
の
結
果
も
踏

ま
え
た
次
期
計
画
を
策
定

し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

た
け 

し
た

と
も 

ゆ
き

問
　
国
は
、
地
域
福
祉
計
画

を
作
る
こ
と
を
努
力
義
務
と

し
て
い
る
。
以
前
、
本
市
で

も
策
定
し
て
は
ど
う
か
と
質

問
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
そ

の
後
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な

さ
れ
た
か
。

答　

介
護
や
障
害
等
、
福
祉

分
野
の
個
別
計
画
を
定
期
的

に
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
地

域
福
祉
を
充
実
さ
せ
て
い

く
。

学
校
で
の
子
ど
も
の
心
の
サ

ポ
ー
ト
は

問　

児
童
生
徒
の
心
の
状
態

は
ど
の
よ
う
に
調
査
し
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

い
、
精
神
不
調
を
早
期
に
発

見
で
き
る
ソ
フ
ト
が
あ
る
。

本
市
で
も
導
入
し
な
い
か
。

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

い
じ
め
に
関
す
る
も
の
は
月

１
回
以
上
、
学
校
生
活
に
関

す
る
も
の
は
学
期
ご
と
に
実

施
し
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
た
取
組
は
有
効
と

考
え
る
。
本
市
で
も
児
童
生

徒
の
心
の
状
態
を
把
握
し
た

り
、
悩
み
等
を
発
信
で
き
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発

を
進
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ

い
て詳

し
く
は
こ
ち
ら
で

す
ず  

き

問
　
学
校
給
食
の
公
会
計
化

や
保
護
者
負
担
の
給
食
費
の

統
一
化
な
ど
の
取
組
が
、
地

産
地
消
の
推
進
に
影
響
す
る

こ
と
は
な
い
か
。

答　

学
校
給
食
は
、
安
全
・

安
心
な
食
材
の
使
用
や
食
育

等
の
観
点
か
ら
、
地
産
地
消

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
。
公
会
計
化
後
も
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

地
産
地
消
を
推
進
す
る

た
め
に
、
地
域
の
生
産
者
と

栄
養
教
諭
を
つ
な
ぐ
連
絡
協

議
会
等
の
充
実
を
図
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答　

溝
辺
・
隼
人
地
域
に
お

い
て
は
、
地
元
の
野
菜
生
産

者
で
構
成
す
る
団
体
か
ら
、

新
鮮
な
野
菜
類
を
納
品
し
て

頂
い
て
い
る
。
他
の
調
理
場

で
も
、
物
産
館
や
特
産
品
協

会
、
個
人
農
家
な
ど
と
契
約

し
、
地
場
産
食
材
を
積
極
的

に
使
用
し
て
い
る
。
今
後
も

地
場
産
食
材
の
使
用
率
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
関
係
機

関
と
連
携
し
、
各
給
食
調
理

場
と
生
産
者
が
互
い
に
顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
に
努
め

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
子
ど
も

達
の
影
響
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

の

む
ら

か
ず
ひ
と

問
　
労
働
者
不
足
の
対
策
と

し
て
外
国
人
労
働
者
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
現

状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
伴
い
、
人
手
不
足
が
顕
在

化
し
て
お
り
、
こ
れ
を
補
う

形
で
年
々
外
国
人
労
働
者
が

増
加
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら

に
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
国
や
県
の
関
係
機
関

等
と
連
携
し
、
地
域
経
済
を

支
え
る
貴
重
な
人
材
と
し
て

温
か
く
迎
え
入
れ
、
定
着
促

進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
つ
い
て

問　
｟
仮
称
｠「
霧
島
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
設

置
の
整
備
計
画
は
ど
う
か
。

答　

令
和
４
年
９
月
30
日

に
、
準
備
段
階
調
査
箇
所
に

選
定
さ
れ
、
令
和
４
年
11
月

２
日
に
、
国
・
県
・
ネ
ク
ス

コ
西
日
本
九
州
支
社
と
本
市

で
構
成
す
る
準
備
会
を
開
催

し
た
。
今
後
、
地
区
協
議
会

で
審
議
を
行
い
、
実
施
計
画

を
国
に
提
出
す
る
。
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
早

期
事
業
化
を
目
指
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・
隼
人
駅
周
辺
の
整
備
に
つ

い
て詳

し
く
は
こ
ち
ら
で

植
山
　
太
介 

議
員

う
え 

や
ま

た
い 

す
け

霧島市観光総合戦略の表紙

※

１ 

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

「
ワ
ー
ク
」
と
「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。

※

２ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
は

　

世
間
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を

与
え
る
人
の
こ
と
。

※

１

池
田
　
綱
雄 

議
員

竹
下
　
智
行 

議
員

鈴
木 

て
る
み 

議
員

野
村
　
和
人 

議
員学校給食

前
島
　
広
紀 

議
員

ま
え
し
ま

ひ
ろ
の
り

タブレット端末

※

２

し
ょ
う
へ
い


